
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

《進路講演会が開かれました》 
  １２月１０日（木）、進路講演会が行われました。２年生のこの時期の努力が今後の差を作ること、現在地から目的地への

経路を自ら考えること、基礎となる土台を作らなければ受験期の学習がうまく積み上がらないことなど、来たる「３年生第

０学期」に向けた大切な話がなされ、生徒は真剣な表情で聞きこんでいました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

★１月１６日～１７日は、３年生「大学入学共通テスト」です！！ 

 

2020年12月２1日 第８号 

京都・奈良旅行で、薬師寺を訪問した時の話です。密を避けるため、１・２・３組と４・５組の２グループに分かれて

訪問しました。ここでは薬師寺の僧侶による法話が予定されていました。旅行後アンケートで「見学したところで特に良

かったところ」として３６人の生徒が薬師寺を選びました。内訳として、第１グループの生徒が３３人、第２グループの

生徒は３人のみでした。また、第１グループの生徒の感想として、「薬師寺のお坊さんが言ってた言葉が心にすごく残り

ました」、「薬師寺の法話がとても印象的だったので、今後の生活に生かしていきたい」など、肯定的なものが多かった一

方で、第２グループからは「秋香る 薬師寺の僧の ガチ説教」、「薬師寺の 思い出みんな 説教だ」、「薬師寺の 坊主

なかなか ウザかった」など否定的な感想が多くみられました。法話を行ったお坊さんとその内容は同じだったのに、な

ぜ正反対の結果になったのでしょうか。 

第１グループでは、お坊さんの話の意図をくみ取って、ふざけて答えたり、真面目に答えたりと言葉のキャッチボール

が上手くいき、多くの生徒たちはお坊さんが伝えたいことを素直に受け止めることができました。しかし、第２グループ

ではそうはいかなかったようです。おそらく、第１グループと同じように質問に答えたい気持ちはあるが、質問に答える

ことに恥ずかしさを感じ、返答できないまま法話が進んでしまった、そしてお坊さんは期待していた反応がなかなか返っ

てこないため、その反応の悪さに徐々に機嫌を損ねてしまった、その様子で生徒も機嫌を損ねてしまった、という感じで、

言葉のキャッチボールが行われないまま「ガチ説教」で終わってしまったのではないかと思います。 

学校の授業でも同じことがあります。生徒と教師がお互いの意図をくんで、お互いに授業を作り上げることが理想です。

私は学校でも家庭でも一方的に話を進めがちなので、今回の出来事を忘れず反省しなければと思いました。 

２年生はいよいよ受験生としてスタートします。生徒も保護者の皆様も私たちも今後の進路について不安な点は多くあ

りますが、上手にキャッチボールをして一つ一つ不安をなくしていきましょう。         ２年学年主任 

ご不明な点、相談したいこと等がございましたら、ご連絡ください。  羽咋高校 ０７６７－２２－１１６６ 

 学習開始時間、就寝時間、 

起床時間の３点を固定しよう。 

学習習慣確立の第一歩だ！ 

 

 土台が大事！ 

今後の日程 

12月23日（水）終業式 

12月29日（火）～1月3日（日）生徒登校禁止 

1月7日（木）始業式、実力テスト(7日・8日) 

1月16日（土）～17日（日）進研模試(全員)  

1月30日（土）全統模試（希望者） 

 ※希望者のみです。締め切りは1月12日（火） 

2月6日（土）～7日（日）共通テスト模試(全員) 


